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群馬県医師会女性医師支援活動報告 

 

１．群馬県医師会保育サポーターバンク 

◯平成 24 年 5 月設立 

◯育児支援を必要とする子育て医師に対して、子育て医師保育支援相談員が、その

ニーズに沿った保育サポーター等の情報提供・紹介を行うことにより、就業継続

を支援することを目的としている。 

◯財源  

・「地域医療再生基金」…子育て医師保育支援事業 

・「地域医療介護総合確保基金」…女性医師等就労環境整備・保育支援事業 

             

年 度 地域医療再生基金 地域医療介護総合確保基金 合 計 

平成 27 年度 750 万円 635.3 万円 1385.3 万円 

平成 28 年度  1494.6 万円 1494.6 万円 

平成 29 年度  1276.1 万円 1276.1 万円 

★平成 28 年度以降は、「地域医療介護総合確保基金」のみを活用 

◯登録医師数：140 名 

登録サポーター数：181 名 

（平成 30 年 3 月現在） 

 

 

★県内３０代女性医師の３割弱、４０代女性医師の２割強が 

登録していると考えられる。 
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◯利用実績  
   

   

年度 

月平均 

利用医師数

平時 

利用時間 

時間外 

利用時間 

平時病児 

利用時間 

時間外病児 

利用時間 
総利用時間

 

H24 10 918.5 307 209.5 3.5 1438.5 5 月設立 

H25 25 4623.5 923.5 366 11.5 5924.5 

H26 34 7892 1255.5 724 6 9877.5 

H27 36.5 10970 1440.5 596 8 13014.5  

H28 37 10647.5 1554.5 305 2.5 12509.5

H29 50.5 15319 2001.5 347.5 7.5 17675.5  
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◯子育て医師保育支援相談員 

 ・利用を希望する医師と保育サポーターのコーディネートを行う 

 ・設立当初は１名、平成 27 年５月より２名体制 

◯保育サポーターバンク運営委員会 

   ・第 11 回 平成 29 年 6 月 5 日（月）開催 

（第 4 回女性医師支援委員会と同時開催） 

   ・第 12 回 平成 30 年 7 月 13 日（金）開催 

（第 5 回女性医師支援委員会と同時開催） 

◯保育サポーター研修会 

   ・第 12 回 平成 29 年 4 月 23 日（日）開催 （参加者 22 名） 

・第 13 回 平成 29 年 9 月 10 日（日）開催 （参加者 9 名） 

・第 14 回 平成 30 年 4 月 15 日（日）開催 （参加者 14 名） 

◯保育サポーター意見交換会 

   ・平成 29 年 5 月 26 日（金）開催 （参加者 7 名） 

・平成 30 年 7 月 3 日（火）開催 （参加者１０名） 

◯保育サポーター資質向上研修会 

   ・第 2 回 平成 29 年 10 月 27 日（金）開催 （参加者 42 名） 

「子どもの食育や離乳食」について、管理栄養士の講演 

◯厚生労働省広報誌「厚生労働」掲載 

   ・「厚生労働」2017 年８月号に保育サポーターバンクの記事が掲載 

◯ぐんま輝く女性表彰受賞 

   ・平成 29 年度ぐんま輝く女性表彰の「ぐんま輝く女性支援賞」を受賞 

◯保育サポーターバンク通信 

   ・平成 30 年３月に Vol.3 を発行 

◯サポート中の事故やサポーターバンクへの苦情について 

   ・保険金支払事例（３件） 

    １）サポート中に子どもが椅子から落ちて口内を切った 

２）サポーターがサポートへ向かう途中や帰りに自動車事故に遭った 

（自動車事故は自動車保険を使用するため、お見舞金のみ） 

・サポーターバンクに対しての苦情は特に無い 

◯問題点や今後の課題 

・月の利用医師数の増加に対して、サポーターの人数が不足してきている。また

サポーターの高齢化も進んでいる。フリーペーパーなどにサポーター募集広告

を掲載するなどしているが、なかなか十分なサポーターの人数が確保できてい

ない。協力会社がベビーシッター事業から撤退してしまったこともあり、コー

ディネートに大変苦労をしている。どのようにしてサポーターの人数を確保し

ていくかが今後の課題である。 

・保育支援相談員の業務量も増えてきている。今後も２名体制で業務が処理でき

るのか、またこの体制を維持できるのか不透明である。 
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２．女性医師支援委員会 

◯第４回女性医師支援委員会 

   ・平成 29 年 6 月 5 日（月）開催 

◯第 5 回女性医師支援委員会 

   ・平成 30 年 7 月 13 日（金）開催 

【議題】 

１）医学生、研修医等をサポートするための会の開催について 

２）「日本医師会女性医師バンク」周知活動について 

３）女性医師支援相談窓口について 

４）保育サポーターバンクの利用状況について 

５）保育サポーターバンク通信について 

６）保育サポーターバンクにおけるキッズタクシーの利用について 

７）その他 

①日本医師会 第 14 回男女共同参画フォーラム開催について 

②「日本医師会女性医師支援センター事業 関東甲信越・東京ブロック 

会議について 

③保育サポーター研修会・資質向上支援について 

④保育サポーターバンク協力会社について 

⑤厚生労働省広報誌「厚生労働」掲載について 

⑥ぐんま輝く女性表彰受賞について 

⑦他県への保育サポーターバンクの紹介・説明について 

 

3．医学生･研修医等をサポートするための会 

 ◯平成 29 年度 

日時：平成 29 年 12 月 5 日（火）14:30～16:30 

場所：群馬大学医学部刀城会館 

      講演：「ワークライフシナジーでキャリアを磨こう！！」 

～男性医師を夫にもった小児科医からのエール～ 

～女性医師を妻にもった脳外科医からのエール～ 

講師：女子栄養大学栄養学部教授 藤巻 わかえ 先生 

埼玉医科大学脳神経外科教授 藤巻 高光 先生 

参加人数：133 名（女性 45 名、男性 88 名） 

（医師 11 名（うち研修医 1 名）、医学生 112 名、その他 10 名） 

・群馬大学医学部（医学科）４年生の講義として開催（外部からの聴講可） 

◯平成 30 年度 

日時：平成 30 年 12 月 14 日（金）開催予定 

場所：群馬大学医学部刀城会館 

・群馬大学医学部（医学科）４年生の講義として開催（外部からの聴講可） 

 

 

（H30.7.21  平成 30 年度日本医師会女性医師支援センター事業  

                関東甲信越・東京ブロック会議資料 群馬県医師会） 


